
9本以下の集合装置を設置される場合も、作業者の安全、

及び設備の保全対策として爆発、火災等の事故を未然に

防止するため、乾式安全器と併せて水封式安全器のご採

用をお奨め致します。

可燃性ガス容器を10本以上連絡したガス集合溶接装置を

用いて、酸素を併用し金属の溶接、溶断、又は加熱を行

う場合は、労働安全衛生規則第310条により、主管及び

分岐管にそれぞれ安全器を設置すること、この場合一つ

の吹管について安全器が二つ以上になるようにすること

が義務づけられています。

標準的な設置例は下図の通りです。

安全対策

設置基準

本器は労働省告示第116号による水封式安全器の
構造規格に、適合した製品です。
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使用圧力0.02～0.1MPaDSS型中圧用水封式安全器

仕様一覧表

作業者の安全と設備の保全に………
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型 式

流 量 

安 全 弁

急 閉 弁

破裂板破裂圧力

入口接続寸法

出口接続寸法

全 高

質 量

DSS-7型

無

0.45MPa以下

610 ㎜

10.8 kg

DSS-10型

954 ㎜

27 kg

DSS-40型

有

1,273 ㎜

79 kg

DSS-60型

0.25MPa以下

0.9MPa以下

1,358 ㎜

83 kg

DSS-100型

1,660 ㎜

180 kg

DSS-5型

無

502 ㎜

7.4 kg

Rc 3
8

G メネジ

Rc

G メネジ

5m3/h
（標準状態）

7m3/h
（標準状態）

20m3/h
（標準状態）

40m3/h
（標準状態）

60m3/h
（標準状態）

100m3/h
（標準状態）

JIS 5K-25A F

○ご注文の際は、ガス名をご指示下さい。
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